
令和２年４月の保育所等待機児童数について 

 

 

１．令和２年４月の保育所等待機児童数は 370 人 

 

令和２年４月１日現在の厚生労働省の定義に基づく待機児童数は、昨年から 117 人増加し 370

人となりました。待機児童に含まれない児童を含めた、保育所等へ入所できなかった方も 175 人

増加し、936 人となっています。 

なお、令和元年 10月から実施された幼児教育・保育の無償化に関しては、対象となる３歳児の

申込者数が 35 人の増加に留まっていることから、現在のところ影響は少なかったと考えていま

す。 

 

（１）待機児童数 

 平成 30 年 平成 31 年 令和２年 R2-H31 

厚生労働省の定義に基づく待機児童数 413 人 253 人 370 人 117 人 

                                      

（２）申込者数等 

 平成 30 年 平成 31 年 令和２年 R2-H31 

入所申込者 2,745 人 2,859 人 2,954 人 95 人 

保育所等へ入所できなかった方 828 人 761 人 936 人 175 人 

保育所等入所総児童数（４月１日現在） 7,282 人 7,633 人 7,921 人 288 人 

  （備考）待機児童数は厚生労働省の定義により、上記の「保育所等へ入所できなかった方」から、特定の保育

所等を希望されている方などを引いた数となっています。 

 

（３）待機児童数算出資料 

区   分 人数 

保育所等入所申込者数（Ａ） 2,954 

保育所等入所児童数（Ｂ） 2,018 

利用保留児童数（Ｃ）＝（Ａ）－（Ｂ） 936 

待機児童から

除かれる方 

育児休業中の方（Ｄ） 128 

求職活動を休止されている方（Ｅ）  67 

企業主導型保育事業に入所されている方（Ｆ）  76 

特定の保育所等のみを申込されている方など（Ｇ） 295 

待機児童数（Ｈ）＝（Ｃ）－〔（Ｄ）＋（Ｅ）＋（Ｆ）＋（Ｇ）〕 370 

 
待機児童数は厚生労働省の定義により、保育所等へ入所できなかった方（利用保留児童）から、上
記（Ｄ）、（Ｅ）、（Ｆ）、（Ｇ）にあてはまる方を引いた数となっています。 

 



（４）年齢別利用申込者数                        （単位：人） 

年 齢 ０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 合計 

令和２年４月(Ａ) 710 1,127 423 483 152 59 2,954 

平成 31 年４月(Ｂ) 676 1,055 435 448 146 99 2,859 

差引(Ａ)-(Ｂ) 34 72 -12 35 6 -40 95 

 

 （５）年齢別利用保留者数                        （単位：人） 

年 齢 ０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 合計 

令和２年４月(Ａ) 144 359 178 194 45 16 936 

平成 31 年４月(Ｂ) 101 292 154 137 34 43 761 

差引(Ａ)-(Ｂ) 43 67 24 57 11 -27 175 

 

 （６）年齢別待機児童数                          （単位：人） 

年 齢 ０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 合計 

令和２年４月(Ａ) 0 176 89 105 0 0 370 

平成 31 年４月(Ｂ) 0 118 89 45 0 1 253 

差引(Ａ)-(Ｂ) 0 58 0 60 0 -1 117 

 

 

 

２．今後の待機児童対策に向けて 

 

 令和２年度の入所申込者、保育所等へ入所できなかった方の数は共に過去最大となりました。 

また、保育需要率も昨年と比べ 2.44 ポイント増加して 33.83％となるなど保育需要は継続的に

増加しており、このような深刻な状況の中、待機児童の解消を図るためには、今後令和６年度ま

でに、さらに約 1,000 人分の受入枠が必要であると見込んでいます。 

 こうしたことから、これまで以上に踏み込んだ施策が必要と考えており、現在、新たな対策に

ついて検討を行っています。計画が整い次第、公表させていただく予定です。 

 

 

 

 

 


